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研究成果の概要（和文）：地球温暖化に関連する海洋環境変動の把握には、温帯域での熱帯性魚類の出現状況を分析す
ることが有効である。この観点から、伊豆大島を含む相模湾や駿河湾でダイバーにより撮影された魚類の水中写真を体
系的に収集するシステムを構築し、過去20年間にわたって熱帯性魚類の越冬状況を分析した。その結果、同一種が複数
年連続で記録された年の海況を他の年と比較することで、その変動を捉える鍵が見つかる可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：To analyze the occurrence pattern of tropical fishes in the temperate zone is 
effective for perceiving of the marine environmental change in conjunction with the global warming. From 
this point of view, a collecting system of underwater photograph of fishes taken by divers in Sagami and 
Suruga bays including Izu-oshima Island was constructed in a museum. As a result of analysis on wintered 
species in the past 20 years, it was suggested that the key to capturing a change may found by comparing 
the sea condition of the year when a species was recorded for plural consecutive years with that of 
another year.

研究分野：魚類分類学
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１．研究開始当初の背景 
 自然史系博物館は、地域はもとより国内外
の自然史標本の集約基地として重要な役割
を担っており、調査研究の基礎となる標本は
一般市民からもたらされることも多い。しか
しながら、情報量や情報の精度という観点か
ら研究レベルにはほど遠く、標本の収集や作
製の難しい海洋生物においてそのことは特
に顕著である。本研究の目的は、ダイバー（一
般市民）が全国の海で日々撮影している生物
（魚類）の画像（位置や時間情報を持つ客観
的記録媒体）に着目し、それらを体系的に情
報化することで海洋における長期的な環境
変動が海洋生物へ与える影響を捉えようと
することにある。 
 
２．研究の目的 
 全国のダイバーが個人的に保管している
画像の中から黒潮域で撮影された熱帯性魚
類の画像を過去に溯って選択的に収集し、種
ごとの出現期間やサイズから出現パターン
を経時的に捉えると共に、これまでに知られ
ている環境動態との関連を詳細に分析する
ことを第 1の目標とする。これにより上昇傾
向にあるとされる海水温の影響が沿岸性魚
類にどのような影響を与えているのかが明
らかになるであろう。また、第 2の目標とし
て、水温上昇の影響を鋭敏に反映する熱帯性
魚類の出現状況を継続的にモニタリングす
るための情報収集システムを構築する。 
 
３．研究の方法 
（１）ダイバーやダイビングショップに協力
を要請し、画像データを収集する。収集した
画像は神奈川県立生命の星・地球博物館の魚
類写真資料データベースに登録する。 
（２）登録された画像に基づき、出現状況か
ら温帯域（伊豆大島を含む相模湾と駿河湾）
で死滅回遊となる熱帯性魚類を抽出する。 
（３）博物館等に保管されている標本を調査
し、画像と同様に温帯域において死滅回遊と
なる熱帯性魚類の出現状況を把握する。 
（４）熱帯性魚類の越冬の目安となる 3月か
ら 4月にかけての出現状況を過去に溯って把
握する。 
（５）熱帯性魚類の出現状況と海洋環境動態
との関連を考察する。 
 
４．研究成果 
（１）研究期間全体を通じてデータベース化
できた画像は 20263 件、過去に蓄積されてき
た画像と合わせると 95519 件に達した。これ
らの中から「相模湾」、「伊豆大島」、「伊豆半
島」、「駿河湾」のキーワードで抽出されるダ
イバーにより撮影された画像は24665件であ
った。これらの画像に含まれる熱帯性魚類に
ついて、越冬の目安となる 3月から 4月にか
けての年別出現状況を過去 20 年間にわたっ
て分析した結果、ハタ科（10 種：ホカケハナ
ダイ、ミナミハナダイ、アカオビハナダイ、

ベニハナダイ、ニラミハナダイ、コウリンハ
ナダイ、カシワハナダイ、フタイロハナゴイ、
スミレナガハナダイ、ケラマハナダイ）、ベ
ラ科（8 種：シラタキベラダマシ属の１種、
クロフチススキベラ、カンムリベラ、ムナテ
ンベラ、シロタスキベラ、オグロベラ、コガ
シラベラ、オトメベラ）、チョウチョウウオ
科（5 種：テングチョウチョウウオ、トゲチ
ョウチョウウオ、ユウゼン、ムレハタタテダ
イ、ハタタテダイ）、イソギンポ科（5種：ア
ミメミノカエルウオ、ニラミギンポ、アオモ
ンギンポ、ミナミギンポ、マツバギンポ）な
ど、23 科 59 種を確認できた。 
 これらの種の多くはある年1回だけの出現
にとどまったが、以下の 6 科 10 種は複数年
に出現した：オオモンカエルアンコウ（カエ
ルアンコウ科；4回）、ホカケハナダイ（3回）、
ミナミハナダイ（2回）、アカオビハナダイ（4
回）、カシワハナダイ（2 回）、シラタキベラ
ダマシ属の１種（2回）、クロフチススキベラ
（2 回）、カモハラトラギス（トラギス科；3
回）、ヒメユリハゼ（クロユリハゼ科；3回）、
ヨリメハゼ（ハゼ科；2回）。 
 中でもオオモンカエルアンコウ（カエルア
ンコウ科）、ホカケハナダイとアカオビハナ
ダイ（いずれもハタ科）、クロフチススキベ
ラ（ベラ科）、カモハラトラギス（トラギス
科）、ヒメユリハゼ（クロユリハゼ科）の 6
種は 2～3年連続の出現を確認できた。 
 また、ほとんどの年で越冬種は 1～5 種と
少数であったが、2011 年と 2012 年ではそれ
ぞれ 13 種と 21 種と突出して多かった。ただ
し、2011年と2012年の両年に出現した種は、
ホカケハナダイ、アカオビハナダイ、カモハ
ラトラギスの 3種のみで、2012 年に越冬した
種が翌年の 2013 年にも継続して越冬した事
例は確認できなかった。 
（２）神奈川県内の博物館に所蔵されている
標本調査によって、カワアナゴ科カワアナゴ
属の 4種（カワアナゴ、チチブモドキ、オカ
メハゼ、テンジクカワアナゴ）の 1970 年代
以降の出現状況を概ね把握できた（①）。カ
ワアナゴを除く3種はいずれも相模湾沿岸の
河川では死滅回遊魚と考えられるが、2010 年
以前はチチブモドキが少数確認されている
だけで、オカメハゼやテンジクカワアナゴは
ほとんど採集されていなかった。ところがこ
れら 3種のいずれもが 2012 年から 2013 年に
かけて多数確認され、特にオカメハゼでは
2013 年 2 月に 12 個体、翌 3 月には 6 個体が
記録されており、越冬の可能性が示唆された。 
（３）相模湾における2月の表面平均水温は、
観測地点によって多少異なり、概ね 13℃から
16℃の範囲にある。2007 年から 2011 年まで
のデータに基づけば、静岡県富戸と伊豆大島
では15℃前後、その他の地点では13℃～14℃
とやや低い。このことを反映して、これらの
2 地域間で魚類相が大きくことなることが判
明した。魚類相を 2 分する要因は概ね水温
15℃の等温線であるが、この水温は熱帯性魚



類の低温致死限界とほぼ一致していた（②）。 
（４）調査地域における 3月から４月にかけ
ての熱帯性魚類の出現パターンから、2010 年
以前は変化に乏しく、2011 年と 2012 年には
例年になく高水温の状況が続いたと推定さ
れ、標本調査によって判明したカワアナゴ属
の出現状況とも概ね一致していた。ただし、
2013 年に越冬したと考えられる熱帯性魚類
はわずか 5 種に止まり、翌 2014 年は情報の
集約中ではあるが未確認の状態が続いてい
ある。このように年変動がきわめて大きい現
状にあるが、突出して出現種の多かった年や、
同一種が複数年連続で記録された年の海況
をそれ以外の年と比較することで、海洋環境
変動を捉える鍵が見つかる可能性が示唆さ
れた。 
（５）研究期間中にデータベース化された画
像 20263 件の内、日本国内で撮影された魚類
の画像提供者は 278 人に達した。1 人平均
72.9 件の画像が提供された計算になるが、
中には 1 人で 3960 件の画像を提供した者も
含まれる。都道府県単位では黒潮流域を中心
に 21 都府県から提供があり、琉球列島を含
む沖縄県では 11848 件と圧倒的に多く、他に
も小笠原を含む東京の 2944 件、伊豆半島を
含む静岡県の 1689 件などが画像提供の多い
地域であった。逆に、黒潮流域でも重要な拠
点と考えられる和歌山県や高知県からは十
分な情報が得られなかった。本研究により構
築された博物館を中心とするダイバーやダ
イビングショップとのネットワークを継続、
発展させることにより、より詳細な情報が収
集され、環境変動の把握につながるものと考
えられる。 
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